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においては，1906年夏学期に，「日本人の文化（Die Kultur der Japaner）」と題した公開講
義（毎週月曜日夕刻 7～8時）をおこなっており（AVH 1906 SS : 21），この講義は，おそら
く翌年刊行された『日本人の国家と文化』（Rathgen 1907）の原型であろう。
たまたま筆者が購入した『日本人の国家と文化』の古書には，前所有者クルト・ミュラーが




























の就任を承諾するのである（361−6. I 5 Becker）。
また 1909年には農学者マックス・フェスカ（1845−1917）が，1914年には日本語学・日本









（Staats- und Wirtschaftsleben in Ostasien）」に変更し，表 1のような講義案を提示してい


















































（出典）361−6. II 338, 1.










































い合わせ（問い合わせ日はおそらく 3月 11日）にたいして，彼は，この講義を 3月 11日に
終講する予定であると告げている（ebd.）。
この縮小版をみて，とくにわれわれの興味を惹くのは，最終回に予定されていた「精神的・
習俗的・社会的変容（Geistige, sittliche und soziale Wandlungen）」がカットされたことで
ある。これは彼にとって非常に不本意だったと思われる。たまたま（かどうか），総合福音普












































（出典）361−6. II 338, 1.


































































の藩のみが天皇の直接の封臣（direkte Lehnsleute des Kaisers）であった。しかし彼ら〔外

















































































































編集する雑誌『キリスト教世界』に寄稿している（Rathgen 1900）。また 1918年 9月 25日
付で書簡を送っており，ナウマンも同年 12月 20日付で書簡をラートゲンに送っている（Nl










ます」（GLA 235/3140 : 108 f.）。
しかし二人の関係はかならずしも単純でなく，またかならずしも良好でなかった。このこと
























































































































































































（Zweite Beilage zu Nr. 135 der Hamburger Nachrichten vom 22. Februar 1908, Abend-
Ausgabe.）






















































（Zweite Beilage zu Nr. 104 der Neuen Hamburger Zeitung vom 2. März 1908.）
〔注〕
⑴ 1891年 11月 4日付兄宛書簡によると，「細部にわたってかならずしも彼と見解を同じくしてい
ないにもかかわらず」，『日本の国民経済と国家財政』にたいして，フェスカが「大きな『喜び』を
表明してくれたことが，私には格別にうれしかった」という（Nl B. Rathgen : Karton Nr. 3）。
このことから，この大著の執筆に先立って，ラートゲンとフェスカとのあいだでかなり立ちいった
ディスカッションがおこなわれていたことがわかる。
⑵ Die Mission in Ostasien. Hamburger Fremdenblatt, den 7. März 1912.
⑶ このとき，ヴェーバーは「農業と農業政策」（8回）を，ラートゲンは「商業」（4回）を担当し
ており，講義レジュメ集が遺されている（Grundriß zu den Vorlesungen im Evangelisch-Sozialen




た（野﨑敏郎 2011 : 69, 344 f.）。
⑸ バルトルト・C・ヴィッテへの聴き取りによる。なお，ヴィッテの講演録「学者，自由主義的愛
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